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研究成果の概要（和文）：　歩行者交通文化は未だ確立された概念ではない。このような状況の下で、本研究は歩行者
交通文化を地域特性と歩行者特性の複合体と定義し、実証分析に基づいて、その概念を明らかにし、さらに、それに基
づく歩行者空間計画手法を提案した。
　地域特性が歩行者特性に与える影響、歩行者特性が地域特性に与える影響、この双方向の影響が歩行者交通特性の核
心部分である。

研究成果の概要（英文）：  Pedestrian travel culture travel that has been discussed in this study was not a
n established concept yet. In these circumstances, we have defined the pedestrian travel culture as a comp
osite of all of regional and pedestrian characteristics. Based on substantiation, this study proposed a me
thod for pedestrian planning.
  Impacts from regional characteristics to pedestrian characteristics, and also from pedestrian characteri
stics to regional characteristics(two-way relationships)form the core of the pedestrian travel culture.
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１．研究開始当初の背景 
 歩行者交通に関しては、従来から交通心理

学の分野においても研究が行なわれており、

そこでは文化的な側面も考究されてきた。し

かしながら、歩行者交通について、ライフス

タイル等を含んだ地域文化特性と関係付け

て論じた研究事例は国内・国外を通して数少

なく、歩行者交通計画の視点からの研究はほ

とんど存在しないのが実情である。そこで、

研究代表者は同様の問題意識を有していた

オーストラリア国ニューサウスウェールズ

大学の Upali Vandebona上級講師とともに、後

述する国際共同研究グループ(EASTSの IRG）

を立ち上げた (IRG タイトル：Culturally 

sensitive pedestrian-centric philosophy to 

advancement of urban form in East Asia、本 IRG

の活動は 2013 年に終了した)。この IRG は

ユニークな課題を扱うグループと認められ、

EASTSの ICRA-B research grant 2009およ

び 2011に採用された。 
 
２．研究の目的 
歩行は最も基本的な交通手段であり時代を超え

た普遍性を有するものであるが、歩いて楽しい魅

力ある街づくりに貢献する歩行者交通システムは、

低酸素社会における交通システムとして、その重

要性が一層高まっている。歩行者交通に関しては、

従来、歩行者交通に内在する流れとしての特性、

あるいは行動メカニズムに関する特性等に対して

工学的視点から研究され研究蓄積が少なくないが、

歩行者交通は非常に奥行きの深い研究分野である。

すなわち、歩行行動様式、あるいは歩行行動に対

する意識・態度などは、地域におけるライフスタ

イル、そしてそれを通して、ものの考え方や社会

の捉え方といった地域住民の特性に影響を与える

一方、逆に歩行行動はこれらから影響を受けてい

ると考えられる。このため、歩行行動は、地域に

おける内面的な特性、すなわち文化的な側面から

も捉えることが必要ではないかと考える。このよ

うな相互関係を本研究では「歩行者交通文化」と

呼ぶことにしたい。「歩きやすい・歩きたくなる

魅力的な歩行者空間」は、画一的なものではなく

地域のアイデンティティが反映されたものであろ

う。このような計画を立案するためには、「歩行

者交通文化」の概念が有用であると考えられる。 

「歩行者交通文化」は未だ確立された概念では

ない。このため、本研究では、まずこの概念を下

図のように地域特性と歩行者特性の関係として整

理し、これをデータの裏付けを持って明確に示す

方法をとることとする。もし、両者の間に明確な

関係が存在し、それが計画立案上意味のあるもの

であれば、「歩行者交通文化」概念に基づいた歩

行者空間計画が有用なものとなろう。たとえば、

ライフステージに応じて優先すべき歩行者施策、

ライフスタイルに対応した歩行者施策、地域の文

化に適した歩行者空間整備といった歩行者空間計

画への応用が可能となろう。あるいは逆に、歩行

者空間整備の方向によっては、地域住民のライフ

スタイルを変化させるといったことも期待できよ

う。本研究の目的は、歩行者交通文化概念を確立

に示し、これに基づいた歩行者空間整備手法を提

案することである。 

 
【地域特性】 
 
 
 
 
 
【歩行者特性】 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、歩行行動に関するアンケート

調査ならびに実測調査を実施し、これに基づ

いて、地域住民のライフステージ、ライフス

タイル、生活習慣を含んだ広義の文化、地域

の歴史等と、歩行者の行動特性および歩行に

対する意識や態度との関係を明確にする。本

研究では、予め歩行者交通文化概念を表現す

るために作成した上記構成図に示した諸関

係について順次分析する（本図は紙面の関係

で詳細部分を省略している）。 

本研究では、国内の都市だけを対象とする

のではなく、海外研究協力者の協力を得て、

地域の自然
環境･都市
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交通基盤
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東アジアの諸都市も研究対象とし、対象都市

の多くに共通する特性と、各都市に固有な特

性を明らかにする。さらに、歩行者交通文化

概念に基づいて、歩行者空間の整備手法を提

案する。 

 

４．研究成果 

 歩行者交通文化概念を上図に示す地域特

性と歩行者特性の相互関係として捉え、国内

15 都市、海外 7 都市（台湾 4 都市、韓国 2

都市、オーストラリア 1都市）における同一

フォーマットで実施したアンケート調査結

果に基づいて、有用な知見を見出した。主な

成果は以下の通りである。 

(1)統計分析によって、調査対象となった都市

において意味なる関係が存在することが明

らかとなった。もっとも、その関係は対象

とした 4 カ国によって異なっていた。各国

は歩行者交通文化に関してそれぞれの独自

性を有していると考えることができる。 

(2) 気候は歩行者意識に大きな影響を持つと

思われていたが、本研究においては気候区

分は歩行者意識の区分と整合性を有してい

なかった。これは気候と歩行者の意識・態

度に関係がないというのではなく、都市の

他の特性が一層大きな影響を与えていると

見るべきであろう。 

(3)本研究は異なるライフステージの歩行者

に対する施設計画に関する意見や要望の解

析に適した方法論について述べた。年齢は

ライフステージの代替指標と考えられがち

であるが、ノンパラメトリック分散分析の

結果、年齢は歩行者意識・態度との関連が

明確であり、他のライフステージ指標より

も指標として適切であることが分かった。

年齢で区分したグループを比較すると、一

般に年齢の高いグループの方が歩行に対し

て肯定的な傾向を示している。 

(4) 本研究では複数のライフスタイル指標を

設定し、ライフステージに関する分析と同

様、ノンパラメトリック分散分析を用いて

分析した。公共共通を利用することは一種

のライフスタイルであるが、日本の都市で

は月に 1 回以上公共交通を利用する人は、

歩行行動に肯定的な印象を有していること

が明らかとなった。そこで、例えば、日本

では公共交通整備と歩行空間整備とを連携

させて行うための根拠として活用できるの

ではないかと考えられる。一方、台湾と韓

国ではこのような傾向は見られなかった。 

(5)公共交通への現状のアクセス性水準（ここ

ではバス停へのアクセスを取り上げた）と

希望するアクセス性水準を比較すると、現

行水準が高い都市では現行水準よりもやや

低い水準でも受入れられやすいが、逆に現

行水準が低い都市では現行水準よりも高い

水準でないと受入れが困難なようである。

また、その程度は都市規模によって異なる

ことが明らかとなった。 
 このような成果は、雑誌論文、学会発表論

文、ならびに海外で実施したセミナー資料等

として纏められている。 
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